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Invitation Letter to ISS/SIC Japan Chapter 

46th World Congress of Surgery 2015 

/WCS2015 

Supakom Rojananin 
President of the Organizing Committee of 
WCS2015 

Dear Members of the Japan Chapter of the ISS/SIC and Collegues 

On behalf of the Local Organizing Committee of the World Congress of Sur-

gery 2015 (WCS 2015)， 1 wish to extend a personal invitation to our Japa-

nese friends， colleagues， surgical trainees and medical students to participate 

in the WCS 2015 which will take place at the Centara Grand， Central World， 

Bangkok， Thailand， from 23-27 August 2015. The Congress is jointly orga-

nized by the lnternational Society of Surgery (lSS/SIC) and the Royal Col-

lege of Surgeons ofThailand (RCST). 

The scienti自cprogram wil1 feature a selection of topics from various major 

surgical specialties including sessions on surgical education and collabo-

ration， surgical patient safety， humanitarian activities， poster presentation 

and free paper presentation. Social functions wil1 be arranged to tighten the 

bonds of friendship among participants from arollnd the world. 

Complementing the scienti自cprogram are the fol1owing pl・e-congresswork-

shops and activities on offer， organized by local and integrated societies: 

1) DSTC Workshop 

2) Laparoscopic Colorectal Surgery Hands-on Workshop -in cadaver 

3) Bariatric Surgery Workshop (ーinsoft cadaver) 

4) Upper GI and Hernia Workshop 

5) Endoscopic Thyroidectomy Workshop 

6) Oncoplastic Breast Surgery Workshop 

7) Breast UltrasOllnd Course 

8) Surgery of Pelvic ftoor in Pelvic Floor Descent Syndrome Workshop 

9) Medical Student Activities: Born to be a SlIrgeon(free of charge) 

1市orkshopVenues: Workshop Venues 

To my acknowledgement， Japanese surgeons always attend the congl'ess in 

a greater nllmbers and played an active role on each of previolls congress 

and in their home in Yogohama 2011. Therefore， 1 would like to ask for your 

kind support and hope to see as many as possible of Japanese delegates com-

ing to Bangkok in this AlIgust 

Your coming wil1 trllly enhance a greater col1aboration， friendship， sharing 

of experiences and get together more closely. We are providing welcome 

party， dinner party for each society， presidential dinner for invited guests， 

and spectacular Thai Night Banquet. 

Medical students al1 arollnd the world who are interested in SlIrgery (born to 

be sllrgeons) are also welcome， so do the Japanese medical students. Joy向l

educational events are waiting for you all. Open hOllse to the most famous 

medical schools in Thailand is also provided. 

Several sightseeing tours inclllding pre-and post-congress tours both inside 

and outside Bangkok have been arranged for accompanying persons and 

guests， for example， Ayudhya， Sukhothai， Chiang Mai， Chiang Rai， Phuket， 

Samui， Krabi， and Pattaya. 

The Congress is expected to attract more than 2，000 participants from al1 

over the wor1d as we11 as 10cal Thais. Since the topics wi11 cover a11 disci-

plines in Sllrgery， we cordial1y welcome all surgeons， surgica1 trainees， suト

gical nurses and medical students. 

For more information and registration details， p1ease visit our website 

at www.wcs2015.org. 

rn addition， should you wish to participate as moderator， chairperson， co・

chairperson and/or speakers in any specia1ties， please feel free to contact me 

directly or lSS. 

We are looking forward to welcoming you at the WCS 2015 in Bangkok to 

join us in making this event a great success and a memorable event for you 

alL 

Sawasdee Krub and best regards， 

Supakorn Rojananin， MD 

President of the Organizing Committee of WCS20 15 

Congress venue 
Faculty of Medicine Siriraj Hospital. Mahidol University. 
Bangkok. Thailand 

King Chulalongkorn Memorial Hospital. 
Faculty of Medicine. Chulalongkorn University. 
Bangkok. Thailand 

Centara Grand & Bangkok ConventiOJ1 Centrc at 
Central World 

主な日程

開会式 18:00 オープニングレセプション8月23日(臼1)16:30 
8月24日伺) 8:00 ISS/SIC Travel Scholar lYokohama Award受白者表彰

ISS/SICプレジデン卜講演

8月25日ω

8月26日制

8月27日制

10:30- 学術集会
17・00-18:00 ISDS Kitajima Prize Session 
タ Japan Night (予定)
8:30- 学術集会
19:00 IAES， IATSIC， IASMEN， BSI， ISDS， WOFAPS 
8:30- 学術i集会
タ Suan Sam Phranナイト(於ローズガーデン)
8:30- 学術集会 10:30 Grey Turner講演
11 : 15 ISS/SIC総会 19:00 閉会

各学会夕食会

詳細につきましては、 WCS2015のウエブサイトをご覧ください。
h甘p://www.wcs2015.org/home 
日本支部のウエブサイトにも随時情報を掲載します。
http://iss.sic.umin.jp/ 
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大きな変革を迎えつつある

万国外科学会

慶臆義塾大学医学部外科学 教授

万国外科学会理事ISS/SICCouncillor、日本
支部長 NationalDelegate of Japan Chapter 

北川雄光

伝統ある本学会の日本支部長を山川達郎先生から引き継がせていただいて、早

くも 8年が経過し、 4年間の理事の任期も本年8月にタイのバンコクで開催される

第42回WorJd Congress of Surgeryをもって終了となります。約20年にわたり

様々な思い出を作ってくれた、本学会との関わりも私にとって一つの大きな節目を

迎えました。まず、最も心に残る思い出は、現在本学会名誉会員であられる北島

政樹先生が、 2001年ベルギーのブリユツセルで開催された学術集会で、栄誉ある

Grey Turner Lectureの講演者に選出され、教室を挙げて参加したときの誇らしい

記憶で、す。その前年、 2000年に第100回日本外科学会総会を主催し、教室全体が

高揚!惑にあふれでいる時でした。この時には同じく本学会名脊会員であられる比企

能樹先生が様々なサポートをしてくださったことを思い出します。その後、本学会

の公式学術誌である WorJdJournal of Surgeryの当時のEditorin Chiefであった

Thompkins教授に招集され、ニューヨークのSpringer社本社で、いかに若手外科

医にとって魅力的なジャーナルにするか、いかに若手の会員を増やすかについて討

論しました。日本の若手外科医として私が、若手教授(当時)として現大分大学学長

北野正剛先生が招集されました。今回、次期万国外科学会理事、日本支部長を北野

先生に大変なご多忙のなか快くお引き受けいただけたのは、望外の喜びであります。

また、 2011年LOCPresident渡溢昌彦先生はじめ多くの日本支部の皆様のご尽

力で、日本で開催されたInternationaJSurgical Weekが大成功をおさめたのは大

きな思い出です。大震災の直後で開催そのものが危ぶまれる中、横i浜兵を舞台に多く

の参加者が日本を支える気持ちで

への参加を奨励する Yo出k王ωO仙ha加maAwardの基金もでで、きました。

若き外科医へ

一国際学会発表のすすめ-

鹿児島大学消化器・乳腺甲状腺外科 教授

夏越群次

万国外科学会は 100年以上の歴史を有する学会であり，私自身も何度か参加させ

ていただいてきました.中でも， i度過昌彦LOC会長のもとで， ISW 2011横浜が東

日本大震災後に開催され，大成功裡に終了したことは記憶に新しいところです そ

の余剰金で若手外科医の支援プログラムとして学会参加へのグラント (Yokohama

Award)が設立されました.対象は40歳以下でoralの演題を応募することが条件

です.若い外科医が積極的に国際学会に発表する機会を提供することに大賛成です.

最-近の若い先生は，教育の充実や海外留学の経験などにより，非常に流暢に英語を

話す先生も見かけます しかし国際学会での発表を見ると，ポスター参加が多く，

アジア諸国の若手医師に比べ，まだ活発な討論ができていないように思います.

きて，私が最初に国際学会で発表したのは，卒業後6年目に韓国で開催された

The 8出AsiaPacific Cancer Conferenceでoralの発表でした何度も発表原稿を

練習し，想定質問と回答を考えて臨みましたラッキーなことに座長の一人は日本

のS教授でした.発表を何とか終え，討論になった|時，イン ドの医師から早口で

流暢すぎる? 英語で質問がきました ほとんど理解できずに，単語の一部を捉え

て，想定した質問の回答を思い出して答えましたが 的を射ていませんでした.そ

の時に座長のS教授が助け舟を出して下さいました.「12方の質問はこういう意味

か?Jと問われたところ， INo ! Jと言い放ち，さらに凄まじい速さで質問をして

きました.結局， Iフロアーで討論しなさいJということで、終わってしまいました.

私の国際学会のほろ苦いテ'ビュー戦でした.引き続き，ウィーンに移動して， Xlth 

International Congress of LymphoJogyで発表しましたリベンジを普い，壇上に

上りましたが，質問はなく終了しました.安堵と物足りない気持ちが交錯していま

した その夜，ピルロートが切除した胃を見ることができ，大変興奮しました.ま

た懇親会ではヨーロッパのワインと食事を堪能でき，後日のウィーン市内観光は歴

史の重みを感じながら，日本とは異なる光景に感動の連続でした食事や観光は，

さて、万国外科学会も大きな曲がり角にさしかかっています。まず2年に一度の

学術集会の名称を InternationalSurgical Weekから World Congress of Surgery 

に変更し、学会名も変更が予定されています。伝統ある名称を一新することでどの

ような影響が出るか理事のあいだでも意見が分かれています。また、これまで34

年間事務局i'r任者を務めたVictorBertschi氏が本年 12月末をもって退任すること

になりました。私にとりましでも 2001年にニューヨークのSpringer本社での会合

に参加したとき、ヤンキースの試合に一緒に行って以来の親しく、長い付き合いで

す。今回、私はじめ地域代表現事任期満了にあたり、財政難を考慮して理事数を滅

らすためにも理事は地域代表ではなく IntegratedSoci巴ty代表のみで構成するべき

だとの意見も出される中、これまでの日本支部の多大なる貢献を強調し、サポート

してくれたのがVictorでした。長年の功績と、日本支部への支援に心から感謝し

ています。

本学会は、会費を納入する会員数が

徐々に減少し、若手の入会が伸び悩んで

います。学術集会の性質上、最新情報

が発表される場ではないのも一つの原因

です。近年は、 ISSAcademyと称して、

開発途上国での外科医育成プログラムの

実践に力を入れています。日本支部は、

学会参加、学術誌への投稿いずれにおい VictorBertschi氏の訪日で日本支部事務局のスタッフと

ても最大の牽引車となっていますが、今

後は日本の中堅、若手が世界各地を訪れ

て、リーダーシップをとれるような場を

設けたいと考えています。まずは、私の

活動を支えてくださった万国外科学会日

本支部の先生方に心から御礼を申し上げ

たいと存じます。8年間誠にありがとう

ございました。そしてこれからもご指導、

ご支援よろしくお願い申し上げます。

2011年12月品川にて

Victor Bertschi氏の後任事務局長と

日頃の臨床・研究や発表までの努力に対するご褒美と思い，また頑張ろうと心を新

たにしたのを覚えています.

このような自分自身の体験を通じて，若い時に国際学会で発表して，刺激を受け

ることは非常に重要と考えます 毎回のことですが，英語の重要性を認識し，ある

時は留学のチャンスにつながるかもしれません また，留学先でお世話になった先

生と再会の機会や，臨床や研究に閲して同じ志を持つ世界の仲間と出会う機会にも

なります.Yokohama Awardは今後の日本を担う若い外科医にとって素晴らしい

企画であり，積極的に応募していただきたいと思います.そして自らの研究成果を

世界に発信して，更に飛躍されることを願っています.

ネキシウ'0.カプセル;3mg
| 薬価基準収般 | … -間制処方rfJ2?と}
効能・効果、用法・周盤、効能・効果に関連する使用上の注意、

禁忌を含む使用上の注意等については添付文書をご参照ください。

販売元{資料DI'lI:先) 眼造販売元{資料開求先}

正コ 第一三共株式会社 アストラゼネ力練式会柱
伽.;:;;.伊 東京都中央区日2駅構窓町3-5-1 大飯市北区大連中1丁目1置88号
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World Congress of Surgeryの

思い出と我が人生

医療法人鉄蕪会亀田総合病院副院長

加納宣康

ていました。私も興味を持って観ましたが、その時の感想は「めんどうくさいこ

とをやる奴がいるものだなあ。こんなの一般化するとは思えないなあjというも

のでした。

ところが1年も経たないうちにこの術式が野火のごとき勢いで広がっていくの

を見て、私は 「これはいかん。おれもこの流れに釆らないと外科医として使いも

のにならなくなってしまうJとの恐怖感を抱いて、松波総fi病院でもできるよう
にしようと決断し、大急ぎで準備に入ったのでした。

2年に一度開催されるISS(万国外科学会)の総会である WorldCongress of 

Surgeryに、私がはじめて参加したのは 1989年のトロントでの大会でした。

1991年2月には松波総合病院での第 1例目の腹腔鋭下Jm謹摘/_L¥術を施訂して、
その後、この領域に興味が広がり、 1991年5月に帝京大学:医学部ド付属出口病院外

科へ転職したのを機にJ1U腔鏡下手術領域での臨床研究にブJを入れるようになりま

した。1997年のアカプルコの大会での発表は腹腔鏡下手術に|刻するものでした。

発表時点ではすでに亀田総合病院へ移っておりましたが (1996年5月に移動)、

毎日手術に追われる中、発表の準備をして参加・発表いたしました。アカプルコ

の海で海水前を楽しんだのがよい思い出でしたが、婦問する日に、同じ海岸で前

日ピックルマイヤー先生がお亡くなりになったと聞いて驚きました。確かに海の

波は海水浴場にしては荒かったです。心筋梗塞を起こしてのi必死であったと後に

聞きました。

この学会では、何でも屋の私は“RadicalMastectomy with Blood Loss less 

出an50ml"といタイトルの乳癌の根治的乳房切断術のビデオを出しました。前年

の日本臨床外科学会で同じ演題名で手術ビデオを提出したら、司会の桜井健司先

生から、 「ほんとうにきれいな術野で、手袋にも全 く1(11液がついていないのがわか

ります。素晴らし手術手技で、羨ましい限りですjとお褒めの言葉をいただいきま

したので、調子に乗って国際学会でも見せようと思ってWCSに応募したのでした。

当時、大変忙しい松波総合病院に勤務していて、時間のやりくりが大変でした

が、何とか後輩述の応援を得て出席、発表することができました。そのころ、世

界の潮流は乳房i11L存手術に傾きつつあったのですが、私は頑聞に大きく切除する

手技に拘り、さらにそれをこんなにも出血させない締胞な術野でやっているぞ、

ということを比せたかったのでした。

次に印象に残っているのが2005年のダーパン大会です。これまで学会へ行っ

てもほとんど観光をしたこのない私でしたが、本大会では同行した小ILEi敏郎先生

と下村一之先生のお誘いで、ジンパフ'エのサハラパークへ行きました。今でもピ

クトリアの沌の虹をよくj1:えています。

ビデオを観た聴衆の皆綴のご意見の中では、 「手術はものすごくうまいと認め

る。しかし、出lfuはitを減らすことよりもこれからは切除する臓器を減らすことを
考えたらどうですか」というコメントが多かったと記憶しています。

2009年のアデレード大会では、これまで家族を学会旅行に辿れていったことの

ない私が、「今まで父ちゃんは仕事ばかりでまったく子どものことをかまってやれ

なかった詫びに、オーストラリアへ連れて行ってやる」と11'・って、大学卒業前の

長男と 「旅行をした」という事実を作ったのでした。

とにかく、ISWは所々で私の人生を変える大きなき っかけをワ・えてくれた学会

であったと、懐かしく思い出しています。この大会ではフランス人医師が laparoscopiccholecystectomyのビデオを出し

モントリオールで高徳俊雄先生と。

..日本血液製剤機構

.. ~:; 

2005年ダーパンで :1993年lこACSで共lこInternationalGuest Scholar ジンパブエのサファリパークで、小西敏郎先生、下村一之先生と共に
に選ばれた南アフリカのSandyLatherford(スコットランド人)に再会.
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第38回万圏外科学会(ISS/SIC)日本支部総会議事録
20 14 年 11 月 22 日(土曜日)午前 7:1 5 ~8:00

於:ホテルハマツ 8F スカイバンケット

出席者.井本滋，岩中督，遠藤格，片田夏也，加納宣康，北}II雄光，北島政樹，北野正剛，
小林道也，坂井義j台，島田英昭，鈴木員一，田尻孝，富田j京一，夏越祥次， 馬場秀夫，

比企直樹，平田公一，藤田尚，堀口明彦，前田耕太郎，松原久裕，宮内昭，宮津光男，

村尾佳則，守瀬善一，山口明夫，吉田和弘，若井俊文，和田則仁

(敬称略五十音順計30名) (事務局奥田京子)
1.開会の挨拶 北)11雄光日本支部長

2.前回議事録の確認
3.事務局からの報告 支部活動の報告。
4.155/51仁理事会報告 北川 日本支部長 :本部の事務局長を 34年間務めた Victor

Bertschi氏の来年末引退を始め、本部で動きがある。2015年のISS/SICの学会よ

り、学会名称がInternationalSurgical Week (ISW)から World Congress of Surgery 

(WCS)に変更となっている。機関誌名がWorId J ournal of Surgeryであることもあり、

ISS/SIC自体の名称も WorId Society of Surgeryに変更するという提案があり審議中

である。日本支部としては、長年親しまれた名前であり、別の新しい学会と誤認される

恐れもあるため、 ISS/SICの名称変更はしないほうがよいという意見を提出している。

日本支部のNational Delegate (支部長)および本部のCouncillor(理事)の任期が2015

年8月バンコクの学会で満了となる。後任候補について先生方の意見を拝聴した結
果、大分大学学長 北野正剛先生を推薦したい。承認。IntegratedSociety (IS)の数

が増えるに従い、理事会に出席する各IS代表も増え、 3月スイスでの理事会出席者へ

のISS/SIC本部による旅費支出が増大している。ISS/SICは財政的余裕がなく、任期

満了の理事の後任を選任せずに、理事数を削減する案が審議中である。理事は実質的

に地域代表の形となっており、これが撤廃されると理事会には日本からの代表がいな

くなる。日本のISS/SICへの貢献は非常に大きく、日本からの代表が存続されるよう、

ISS/SIC会長、次期会長、事務局長宛てに、陳情および北野先生推戴のレターを送って

いる。

北野正剛先生 :ISS/SIC日本の代表となった際には、微力ではあるが、これまでの先生

方の功績を継承し、日本からの発信に努力したい。

5. World Con吋19r陀esおSof5釦ur叩gery(WC5引)20151¥ンコクについて j北ヒ

月2お3日-2幻7日までで、夕イのパンコクでで、開催される。全体懇親会のThaiNightは、 3日

目26日の夕刻、 RoseGardenという大変有名な観光地で行われる。会場まで距離が

あるためパスが運行される。日本支部の会、 JapanNightは23日または 24日の夕刻

に行う予定である。日本からの若手の参加を奨励するため、 ISW2011横浜の余剰金に

よる yokohama Awardを今回も募集するので応募してほしい。WCSのシンポジウム

等の座長について、 日本支部から推薦する先生のリス トを送った。また、抄録締切後、

多くの抄録がでている教室の先生には、座長の依頼をしたいと考えている。8月24日

午後4時に ISDSKitajima Prizeのセッションがある。

北島政樹先生 :Kitajima Prizeは40歳以下の若手が対象。1.1・金は2000ドルで、前回の

第1回はシカゴ大学のドクターが受賞・している。教室の若手に応募を奨励していただ

きたい。タイの政情について懸念があるが、国際医療福祉大学と提携をしているバン

コクのク リスチャン大学学長一行の訪問を受けた際、軍政になりむしろ政情は安定し

ているとの話で、あった。

6. Integrated 50cietiesについて

IAES宮内昭先生 :IAESは会員数約 150、うち日本人は約 50人と大きな会ではないが、

参加率が高く毎回 300人以上の出席がある。WCS2015においては既に日本人にも座長

の指名がきており、私はState-of-Artlectureという名誉ある講演を務めさせていただく。

IATSIC藤田尚先生本年6月KenBoffard先生を招き、 DefinitiveSurgical Trauma 

Care (DSTC) Courseを開催する。

ISDS ~北じ

活動を続けている。

7.機関誌 (WJ5)について 北川日本支部長:外科としては一般誌であり、 Impact

Factorは伸び悩み気味であるが、一定の地位を保っている。若手の先生が投稿するに

はよい雑誌なので投稿されたい。

8.次回支部総会日程について
次回の総会は恒例どおり 日本外科学会最終日早朝を予定している。

以上 (文責和田則仁)
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会員動向 (2015年3月1日現在)

会員数 371名

336名 (2014年新規会員7名)
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支部活動報告 (20 1 4 年 1 月~ 12月)
2014.4.1 万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部ニュース第38号発行
2014.4.5 第37回万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部総会(於:京都グランドプリンス京都)

2014.11.1 万国外科学会(lSS/SIC)日本支部ニュース第39号発行

ISS/SIC理事推戴 北野正剛先生推薦状作成と ISS/SIC会長・次期会長・事務
局長への提出

2014.11.22第38回万国外科学会 (ISS/SIC)日本支部総会 (於:君仙ホテルハマツ)

Yokohama Award第2回 (WCS2015バンコク)募集

2014.11 

2014.12 
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155/51仁日本支部2014年度決算

2014年度収支決算書 (2014年1月1日-12月31日}
日本円の部

ISS/SIC 

~11il :円

I収入の部 予算額 決算額 備考
会 貨 962.000 1，017，870 7400ユーロ
広告掲眼科 700，000 750，000 
寄付 。
錐収入 。 1，515 
当期合附 1，662，000 1，769，385 
前年度線踏金 9.699.272 9，699，272 
収入合計 11.361，272 11，468，657 
E支出の部
会Lt貨 380，0∞ 244，787 主婦総会開催{春秋) 、

通 lt1貨 180.0∞ 112.534 
印刷費 460.000 382，144 :lillーユース38時・39時
文品質 10，000 13.655 
交通貨 100.000 89.600 
人件貨 420，0∞ 420，0∞ 
嫌 貸 12，000 11.os2 
予備貨 100，0∞ 。
支出合計 1，662.000 1，273，772 
収支残高 9，699，272 10，194，885 (次年度線組金)

ユーロの育事 単位.ユーロ
I収入の部 予算額 決算額 備考
会費 8.700.00 9，561.60 
利息 。 0.84 
前年度級担金 6，340.97 6，340.97 
収入合計 15，040.97 15，903.41 
E支出の部
日本内へ預緯 7.400.00 7，400.00 
スイス本部寄付 1，300.00 1，300.00 
支出合計 8，7∞.00 8，700.00 
次年度線勉金 6，340.97 7，203.41 
残高 日本円10.194.885円{通帳残高10.203.696円+現金1¥.&811同}
ユーロ7.203.41ユーロ{濁価発高7.203.41ユーロ}

15527fi外??でJ寸事¥'9)九ゑ織 p
全LL年よ 月4 日 監事、街寸絶K~

155/51仁日本支部2015年度予算案

2015年度予算案 (2015年 1月1日-12月31日) ISS/SIC 
日本円の部 単位:円
収入の部 予算額 備 考

ユーロから預替 1.066.0∞ 82∞ユーロ 1ユーロ =130門で計算
広告掲載料 700.∞o 
寄付 。
雑収入 。
利息

当期合計 1.766.∞o 
前年度繰趨金 10.194，885 
収入合計 11.960.885 
支出の部
会議費 380，∞o 支部総会2四分
通信!Jli・ 150，∞o 
印刷費 5∞.∞o 支部ーユース2回発行分
文具 費 10.∞o 
交通費 120.∞o 
人件費 480.000 
雑 pi 2焔.000
予備費 100目000
y okohama A ward 1't金 500.000 10万円 x5名
支 出合計 2.266.∞o 
収支残高 (次年度繰越金) 9.694.885 

ユーロの部 単位:ユーロ

収入の部 予~額 備 考

会費 9，500.00 
利息 。
繰越金 7.203.41 
収入合計 16.703.41 
支出の部

日本円へ預替 8，200.00 
スイス本音I1寄付 1.300∞ 
支出合計 9.500.00 
次年度繰越金 7，203.41 
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